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東京家政大学 英語コミュニケーション学科主催

平成29年度　第15回英語教育シンポジウム

平成29 年

10 月 29 日 (日）
時間／11：00 ～ 16：00
会場／東京家政大学 板橋キャンパス
　　　16号館 1階 161B 講義室

皆さまのご来場をお待ちしております！

十条門

正門

先ごろ、新学習指導要領解説が示されました。英語教育改革の方向性がいよ
いよ明らかになりました。このような状況の中、教員は何をするべきでしょ
うか、どのような授業づくりをしたらいいでしょうか。第１部は、本学科の
卒業生が日々の実践を語るシンポジウムです。第２部は、信州大学教授 酒井
英樹先生に「中学校・高等学校の英語教育で求められるもの－小学校の早期化・
教科化を受けて－」というタイトルでご講演をお願いしています。英語教育
をいろいろな視点から考える一日にしたいと思います。ぜひおいでください。

交通アクセス
◆JR埼京線「十条駅」下車徒歩５分
◆都営三田線「新板橋駅」下車徒歩 12 分
◆JR 王子駅より
　国際興業バス「板橋駅」行き８分、
　バス停「区境」下車徒歩１分

※お車でのご来校はご遠慮下さい

第１部　シンポジウム　11：00～12：00

「小学校英語、中学校教員はどう向き合う？」
ディスカッサント：本学卒業生の英語教員

第２部　講演　14：00～16：00

「中学校・高等学校の英語教育で求められるもの
　　　　　―小学校の早期化・教科化を受けてー」
講師：信州大学教授　酒井 英樹 先生
信州大学学術研究院教育学系教授。長野県長野市出身。信州大学大学院教育学研究科
英語教育専修修了。テンプル大学大学院博士課程修了。教育学博士（Doctor of 
Education）。長野県公立中学校教諭（２校）、上越教育大学専任講師、信州大学教育
学部助教授、准教授、教授を経て、現職。専門は英語教育学、第二言語習得。

入場無料
申込不要

変わる　　　　を考える


